
安全上のご注意
お使いになる人や他人への危害・財産への損害を未然に防
ぐため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■表示内容を無視して、誤った使い方をしたときにおよぼす
危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。

この表示の欄は「死亡または重傷を
負う恐れがある」内容です。

この表示の欄は、「軽傷、物的損害、故
障が生じる恐れがある」内容です。

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明
しています。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」
内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく
「強制」内容です。

警告（製品に係る安全事項）
充電中は、バッテリから可燃性のガスが発生します
ので、火気（ストーブ・たばこの火等）のある場所
では充電しないでください。

シニアカーは、道路交通法では、「歩行者」として
扱われ、運転免許は必要ありません。「歩行者」と
して交通ルールやマナーを守ってください。

感電の恐れがありますので、濡れた電源プラグや濡
れた手で充電しないでください。

基本的には、歩道や横断歩道を通り、歩道のない所
は右側通行をしてください。

クラッチレバーを「N」の位置で乗車走行しないで
ください。下り坂ではブレーキが効かず、重大な事
故につながる恐れがあります。

交差点では、必ず一時停止をし、歩行者用信号機が
ある所では信号機の指示に従って横断してください。

飲酒運転は絶対に行わないでください。 歩行者用標識や信号を守ってください。

眠気をもよおす薬を服用時には運転しないでくださ
い。

歩道が途切れた所や、通行できないためやむを得
ず車道に出るときは、段差や車に十分ご注意くださ
い。

二人乗り、他の物の牽引、遊具としての使用は行わ
ないでください。

踏切の手前では必ず一時停止をし、左右の安全を確
認してください。雪道・凍結路や氷点下（外気温０℃以下）では、使

用しないでください。路面が凍結している場合があ
り、車輪が滑り操作ができなくなります。

ハイガー株式会社はSDGs・カーボンニュー
トラルの取組の一環として、紙の取扱説明
書を大幅に削減いたしました。
どうぞご理解ください。

詳細は
カラー版のWEB取説
をご覧ください

初版
HG-DWAC01S
クイックガイド

シニアカー

安全に正しくお使いいただくために、ご使用前に
本ガイドと WEB 取扱説明書を必ずお読みください。
ご使用前に「安全上のご注意」を必ずお読みください。

日々製品（部品やカラーも含め）の改良を行っています。
そのため、予告なく仕様を変更する場合があります。

シニアカーは歩行者です。 
この製品（シニアカー）は、道路交通法上、身体障害者用車いすであり、歩行者と同じ扱いになりますので、
歩行者としての交通ルールやマナーを守り、安全にご使用ください。

・サイドミラー取付には14mmのスパナが必要です。
・シートの高さを調整するには、17mmのスパナと
6mm・8mmの六角レンチが必要です。



注意（製品に係る安全事項）

ペットなどを乗せて運転をしないでください。

ご使用前にこの説明書をお読みになり取扱の注意事
項をよくご理解の上ご使用ください。

始動前点検を実施してください。

始動前点検で異常が見つかった場合は、直ちに使用
を中止し、点検、修理を行ってください。

荷物を足元に置かないでください。

使用中に異常音、異常振動があったときは、直ちに
使用を中止し、点検、修理を行ってください。

破損した部品交換や修理は、取扱説明書の指示に
従ってください。取扱説明書に指示されていない場
合は、お買い求めの販売店に修理を依頼してくださ
い。修理の知識や技術のない方が修理しますと、十
分な性能を発揮しないだけでなく、事故や怪我の原
因になることがあります。

運転に慣れるまでは、公園など広く安全な場所で十
分練習をしてください。

雨の日に屋外で充電したり運転をしないでください。

運転は「低速」で前進、後進、左右折Ｓ字走行、方
向転換、回転走行をしっかりと練習し、操作に慣れ
てください。

「低速」での運転に慣れた後、徐々にスピード調節
つまみで速度を上げて練習してください。

初めて道路に出るときは、必ず介助者と一緒に外出
し、安全な道路と道順を確認しながら走行してくだ
さい。

傘をさして運転をしないでください。

部品交換は、純正部品を使用してください。

定期点検整備を行ってください。

子供の手の届かない安全な場所に保管してください。

警告（製品に係る安全事項）
斜め横断や歩道のない所の左側通行は危険なため、
禁止です。

踏切では線路に対して直角に進入し、線路の溝にタ
イヤを取られないように十分注意してください。

疲労時や体調がすぐれないときは運転しないでくだ
さい。

急ハンドルはしないでください。

立ち運転はしないでください。

エスカレーターは使用しないでください。転倒の恐
れがあります。※車いす用機能を持つエスカレー
ターの場合、エスカレーターの管理者にご相談くだ
さい。



安全にお使いいただくために
乗車前の点検

1	 	 シートやハンドルがしっかり固定されているか確認して
ください。

2	 	 バッテリボックスが正しく設置されているか確認してく
ださい。

3	 	 充電が十分にされているか確認してください。

4	 	 ブレーキが正常に作動するか点検してください。

運転可能な路面

本製品は、アスファルトやコンクリート上を走るときに、高い安
定性を持った走行が出来るように設計されています。下記の路
面条件での走行はおやめください。

1	 	 舗装されていない柔らかい地面

2	 	 草の茂った地面

3	 	 砂利道や砂浜

耐荷重

1	 	 本製品の耐荷重は190kg（積載物含む）までです。

警告
重量制限を超過して使用すると人身事故や故障の原因
となりますので、耐荷重を必ず守って使用してくださ
い。

傾斜面での注意事項

1	 	 8度を超える急な坂道
では使用しないでくだ
さい。転倒などの危険
が高まります。

8.1 度以上

注意
５度以内の傾斜面でも、坂の下側にハンドルが取られ
やすくなります。しっかりとハンドルを握り、体でバ
ランスをとりながら操作してください。

クラッチレバーについて

1	 	クラッチレバーを「N」
にすれば、本体を押し
て移動することができ
ます。（詳しくは取扱方
法の「クラッチレバーの
操作」参照）

N：二ュートラルモードN：二ュートラルモード

警告
•	 クラッチレバーが「N」の状態では危険ですので絶対

に乗車して使用しないでください。
•	 坂道等に停車する場合は必ずクラッチレバーを「D」

の状態で停車してください。

段差の乗り越え

1	 	 本製品の乗り越え可能
段差は、5㎝までです。

5 ㎝

電気系統について

1	 	 本製品は、無線等の電磁波や電波による干渉を受ける
場合があります。無線の近くで停車または走行する場合
はご注意ください。（取扱方法「電磁波について」参照）

坂道での注意事項

1	 	 転倒する恐れがありま
すので、傾斜面５度以
上でのご使用は避けて
ください。

5 度以上

警告
•	 8度以下の坂道でも、道路状況や乗車姿勢によっては

転倒などの危険があります。
•	 坂道では、ちょっとした操作ミスで大事故になる可能

性がありますので、十分ご注意ください。
•	 斜面を登るときは、十分に注意しながら直進してくだ

さい。ジグザグ運転、斜め横断や上を向いての運転等
はしないでください。

•	 濡れた道や雪道や凍結した道、ガラス等の破片が落ち
ている道等の坂道は危険ですので、走行しないでくだ
さい。



4	 	 雪の積もった地面や凍結した地面

降車方法

安全に降車するために、下記の点を十分注意してください。

1	 	 降車の際はキーを抜いてください。

2	 	クラッチレバーが「N」
でないことを確認して
ください。（詳しくは取
扱方法の「クラッチレバ
ーの操作」参照。）

D：ドライブモードD：ドライブモード

3	 	 肘掛けを上げて、座席下のレバーでシートロックを解除
して座席を回転させると、スムーズに降車できます。（運
転操作の仕方「乗車の仕方②」 参照）

悪天候の注意事項

警告
雨や雪または凍結などで滑りやすい道での走行は、け
がをしたり故障の原因になりますので、行わないでく
ださい。

注意
•	 乗車時はシートに深くしっかりと背もたれに、背中を

付けた状態で座ってください。
•	 肘掛けに荷重をかけすぎると、本体が転倒する可能性

があるのでおやめください。
•	 足を置く部分に荷重をかけすぎると危険ですのでおや

めください。
•	 雨や雪または霧の中に放置しないでください。車体が

濡れてしまうと故障等の原因になりますのでご注意く
ださい。万が一雨等で濡れてしまった場合は、良く拭
いて乾燥させてください。

各部の名称
※本取扱説明書に掲載されている写真はプロトタイプのため、本製

品と仕様が異なる場合があります。

シート
サポートチューブ

フロントボディ

シートロックレバー

シート

肘掛け

肘掛け
調整ノブ

ハンドルバー

サイドミラー

方向指示器ランプ

カゴ

LED ライト リヤボディ

ノーパンクタイヤ

ステップ
補助車輪

クラッチレバー
バッテリボックス

キャリー
ハンドル

サイドミラー取付穴

充電ゲージ

アクセル
レバー

アクセルレバー

速度調整つまみ

ハザードランプスイッチ

クラクション クラクション方向指示器ボタン

ライトスイッチ

電源キースイッチ

梱包部品一覧
1. ユニットとすべてのアクセサリを慎重に箱から取出し、
全てのユニット・アクセサリに不足・問題がないことを
確認してください。

2. 製品を注意深く点検し、輸送中の損傷がないことを確認
してください。万が一損傷が見受けられた場合は、運送
会社に1 週間以内に連絡をしてください。

3. 梱包材を慎重に検査し、使用する前に廃棄しないでくだ
さい。不足している場合は、お手数ですが弊社までご連
絡ください。

警告
不足しているものがある場合は、不足している部品を
入手するまで使用しないでください。



A. 本体 B. シート

C. 肘掛け D. カゴ

E. 充電器 F. キー G. サイドミラー

※上記写真はプロトタイプのため、製品仕様と異なる場合があり
ます。

★サイドミラー取付には14mmのスパナが必要です。
★シートの高さを調整するには、17mmのスパナと8mmの六角レ

ンチが必要です。

主要諸元
モデル名 HG-DWAC01S

モーター出力 250W

バッテリタイプ 鉛　12V × 2　 20Ah

バッテリ重量 13.7kg（バッテリボックス含む）

バッテリ耐用年数/
充電可能回数※ 1 約2年 / 700〜800回

最大スピード 6km/h

充電時間 8〜9時間

充電後走行可能距離
※ 1 36km

最大上昇レベル※ 2 15 度

最大登坂角度 8度（14.1％）

最大乗り越え段差 50mm

通過可能溝幅 65mm

地上高 約120mm（車両中央値）

タイヤタイプ ノンパンクタイヤ

タイヤ直径 前輪：235mm　後輪：235mm

座席 折りたたみ、回転

耐荷重 190kg

TAISコード 01519-000001

※ 1. 使用環境やバッテリの状態等により異なります。
※ 2. 無積載状態の傾斜角度の限界値です。最大登坂角度を超

える坂道では使用しないでください。

◎弊社は、顧客満足度100％を目指し、日々製品（部品やカ
ラーも含め）の改良を行っています。
　そのため、予告なく仕様を変更する場合があります。
　また、取扱説明書に最新情報が反映されない場合があり
ます。ぜひご理解・ご了承ください。

組立て

注意
•	 取扱説明書をよく読んで正しく取付けてください。
•	 作業は、自身や周囲の確認をしながら安全に行ってく

ださい。
•	 組立て時は、手袋、長袖シャツなどの保護具を使用し

てください。
•	 平坦で固い地面の上で組立て作業を行ってください。

操作ハンドルの組立て

注意
ハンドルを組立てる際、コードが引っ張られないよう
にご注意ください。内部のコネクタが抜けたり、破損
したりする恐れがあります。

1	 	ノブを反時計回りに回
して一旦取外します。

ノブ

2	 	 ハンドルの取付穴をボ
ルトに挿込みます。

3	 	ノブを取付け、時計回り
に回します。ハンドルの
角度を決めたらノブを
締付けます。



シートの取付け

注意
シートを取付ける際、指などを挟まないようご注意く
ださい。

1	 	 シート裏のチューブを
シートサポートチュー
ブに挿込みます。

シート裏シート裏

チューブ

シートサポート
チューブ

2	 	 挿込みがきつい場合は、
潤滑油等を塗布すると
スムーズに入ります。

シートサポート
チューブ内に
潤滑油等を塗布

カゴの取付け

注意
振動等による脱落防止のため、若干きつめになってい
ます。

1	 	 ハンドルネック部分の
ステーに、カゴを上か
ら挿込みます。 ステー

ハンドル
ネック

この部分を挿込むこの部分を挿込む

挿込む際は、カ
ゴ内からハンド
ルネック側に押
しながら行うと、
スムーズに入り
ます。

2	 	 挿込みがきつい場合は、
潤滑油等を塗布すると
スムーズに入ります。

肘掛けの取付け

1	 	 シート下の角パイプに
肘掛けを挿込みます。

肘掛け

2	 	 下側のノブを締付けま
す。

サイドミラーの取付方法

■ご用意いただく工具：14mmのスパナ、6mm六角レンチ

1	 	 ナットを上にずらしま
す。

3	 	 反対側も同様に取付け
ます。



2	 	ミラー取付穴にはネジ
山保護用の六角ボルト
が挿込まれています。
取外したボルトは不要
です。（製造時期により
ない場合もあります。）

ネジ山保護六角ボルトネジ山保護六角ボルト

3	 	ミラー取付穴にミラー
のネジをねじ込みます。

4	 	 手で回るところまで回
し、その後写真の位置
くらいまで戻します。

戻す

5	 	 ナット部分をスパナで
反時計回りで締付けま
す。

6	 	 ナット部分にゴムカバ
ーをかぶせ、更に外側
のゴムカバーをかぶせ
ます。

7	 	 反対側も同じ要領で取付けます。

8	 	 シートに着座し、ミラーの角度を調整します。

取扱方法
シートの回転方法

シートを回転させることで、乗り降りしやすくなります。

注意
•	 シートの調整をする場合は、電源キーを抜いてから

行ってください。
•	 運転中の調整は危険ですので絶対に行わないでくださ

い。

1	 	 シートロックレバーを
押し上げてシートロッ
クを解除します。

シート
ロックレバー

2	 	 シートロックレバーを
押し上げながらシート
を回転させます。

3	 	 シートロックレバーを
放すと、シートがロック
されます。

4	 	 肘掛けを上げることで、
更に乗り降りしやすくな
ります。



シートの高さ調整

身体に合ったシートの高さに調整することで、乗り降り、運転が
しやすくなります。
■工具：17mmのスパナ、8mmの六角レンチ

注意
•	 工具を使用しますので、取扱にはご注意ください。
•	 工具を取扱う際は、手袋の着用をしてください。

1	 	 シートロックレバーを
押し上げながらシート
を持ち上げて取外しま
す。このとき、左右に回
しながら持上げると取
外しが楽になります。

2	 	 シートサポートのボル
ト、ナットを8mmの六
角レンチと17mmのス
パナで取外します。

六角レンチ
8mm

スパナ17mm

3	 	 シートサポートには9 
つの穴があります。❶
にボルトを挿入すると
最も低くなり、❾にボル
トを挿入すると最も高
くなります。 ❺

❻
❽ ❼

❶❷ ❸❹ 104mm
26mm

❾

約 508mm
〜 612mm

4	 	 高さが決まったら、ボル
トナットを締付けます。

5	 	 シートを挿込みます。

ハンドルの角度調整

ハンドルの角度を調整することができます。

注意
ノブを緩める際は、必ずハンドルネックを保持してく
ださい。ハンドルが急に倒れケガや破損の原因になり
ます。

1	 	 ハンドルネックを片手
で保持しながら、ノブを
反時計回りに回して緩
めます。

2	 	 深く腰掛けたときに、無
理なく操作ができる位
置に調整します。

3	 	 調整が終わりましたらノブを締付けます。

肘掛けの幅調整

肘掛けの幅を調整することができます。

1	 	 シート下の左右のノブ
を緩めます。

2	 	 肘掛けをスライドさせ、
位置を調整します。

3	 	 調整が終わりましたらノブを締付けます。



USBポート

ハンドルネック右側にUSBポートがあります。電源が入っている
間は、スマートフォンなどの充電が出来ます。

注意
運転中にスマートフォンの操作は行わないでください。

1	 	 オレンジのUSBポート
キャップをずらします。

ハンドルの操作

注意
片手運転は危険です。ハンドルは両手でしっかり握っ
てください。

1	 	 左右のアクセルレバー
で前進、後進を行いま
す。

ハンドルを握りながら
このアクセルレバーを握ります。

2	 	 右のアクセルレバーを
握ると前進します。

3	 	 左のアクセルレバーを
握ると後進します。

4	 	 両方のアクセルレバーを放すと停止します。

バッテリの充電

ご使用前に必ず充電をしてください。

警告
•	 バッテリを充電する場合は、必ず付属の充電器を使用

してください。
•	 雨・雪がかかるところでの充電は、絶対に行わないで

ください。

注意
•	 バッテリの充電は、直射日光や雨・露の影響を受けな

い、風通しのよい場所で行ってください。
•	 バッテリの性能や寿命を低下させないために、下記の

内容を必ずお守りください。
＊バッテリ残量がオレンジ色を指していても、使用後

はできるだけ速やかに（遅くとも使用した日のうち
に）充電をしてください。

＊バッテリの使い過ぎ（過放電）は避けてください。
＊バッテリは自然放電します。長期間使用しない時も

１ヵ月に１度は充電してください。
＊充電が完了するまで充電コードをコンセントから抜

かないでください。緊急で使用する場合は、充電を
途中で中断しても構いませんが、使用後には充電を
完了するまで行ってください。

•	 できる限り充電は、バッテリを本体から外して行って
ください。バッテリを本体に付けたまま充電を行う
と、内部のコントローラにも常に電力が供給され負荷
がかかります。

•	 バッテリをすべて使い切ってからの充電は行わないで
ください。満充電になりません。

1	 	 充電ゲージがオレンジランプまで減ったら、なるべく早く
充電をします。バッテリをすべて使い切ってからの充電
は行わないでください。満充電になりません。

2	 	 使用後は、充電ゲージが
オレンジランプになった
ら充電をしてください。

充電ゲージ

 充電のポイント
•	 バッテリの充電は、8～9時間をお勧めします。
•	 14時間以上の充電は行わないでください。

注意
USBポートキャップを外したまま放置しないでくださ
い。内部にホコリや水分が入り故障の原因になりま
す。



■本体にバッテリを乗せたまま充電

1	 	 操作パネルの電源キースイッチに、キーが挿込まれてい
ないことを確認します。

2	 	 バッテリボックスの前
面の3ピンの充電器ソ
ケットに充電器のコー
ドを挿込みます。

3	 	 充電器の電源プラグをコンセントに挿します。

4	 	 充電中はオレンジ色の
ランプが点灯します。

5	 	 ほぼ充電が終了すると、
緑色のランプが点灯し
ます。それから約1～2
時間充電してください。

6	 	 バッテリが完全に充電されたら、電源を抜いてバッテリ
に繋いだコードも抜いてください。

■バッテリを外して充電
1	 	 シートを取外し、バッテ
リボックスを真上に持
ち上げます。

注意
バッテリは約14kgの重量がありますので、持ち上げる
際は十分ご注意ください。

2	 	 バッテリボックスの前
面の3ピンの充電器ソ
ケットに充電器のコー
ドを挿込みます。

3	 	 充電器の電源プラグを
コンセントに挿すとオ
レンジ色のランプが点
灯します。

4	 	 ほぼ充電が終了すると、緑色のランプが点灯します。そ
れから約1～2時間充電してください。

5	 	 バッテリが完全に充電されたら、電源を抜いてバッテリ
に繋いだコードも抜いてください。

操作パネルの取扱い

1	 	 電源キースイッチにキー
を挿込み、時計回りに
回すと、充電ゲージと
電源ランプが点灯しま
す。

電源キースイッチ電源キースイッチ

❶充電ゲージ

❷電源ランプ

❶ 充電ゲージ
ランプがオレンジのところまで減ったら
充電サインです。速やかに充電を行って
ください。

❷ 電源ランプ 正常 青く点灯

消灯 電源OFFまたは充電器がつ
ながっている

2 回点滅 バッテリ電圧低下



6 回点滅 アクセルレバーを操作しな
がらキーを回した

9 回点滅
クラッチレバーがドライブ
モード「D」に入っていな
い

2	 	 電源ランプが点灯して
いるときのみ、下記操
作が可能になります。

❸❸

❹❹ ❹❹

❺❺ ❻❻❼❼ ❽❽

❸ 速度調整
つまみ

時計回りに回すほど速度が上がります。
安全のため、後進速度は前進速度より遅
くなります。

❹ クラクション

警告音が鳴ります。車両の存在を認知さ
せます。
※歩行者を威嚇するような使用は控えま
しょう。

❺
ハザード
ランプ
スイッチ

周囲に危険が存在することを知らせるた
めに使用する非常点滅表示灯です。
左右の方向指示器ランプが点滅します。

ハザードランプ フロントハザードランプ フロント

ハザードランプ リヤハザードランプ リヤ

❻ ライト
スイッチ

ヘッドライト、テールランプが点灯しま
す。

ヘッドライトヘッドライト

テールランプテールランプ

❼
❽
方向指示器
ボタン

左のボタンを押すとフロントとリヤの左
の方向指示器が点滅します。右のボタン
を押すと右が点滅します。
消し忘れ防止のため、しばらくすると消
灯します。

方向指示器 フロント方向指示器 フロント

方向指示器 リヤ方向指示器 リヤ

クラッチレバーの操作

シートの右下にはクラッチレ
バーがあります。「走行」、「手
押し」を切り替えます。

注意
レバーを操作する際は、必ずスイッチを切ってくださ
い。スイッチを入れたまま操作すると故障します。

■走行する場合
1	 	 電源キースイッチを切っ
た状態でクラッチレ
バーをドライブモード
「D」に入れます。

D：ドライブモードD：ドライブモード

●坂道停車は「D」

●走行は「D」

D 走行
ドライブ

D 走行
ドライブ

注意
クラッチレバーが「D」の状態では、ブレーキは効き
ますが、手で押したり移動したりはできません。



過負荷防止装置

過負荷防止装置は、モーターその他の電気機器を保護するた
めの装置です。過負荷が発生すると、リセットボタンが飛び出
し、本体の電源がすぐに切れます。

1	 	 過負荷防止装置の機能が働いて、すべての電源が切れ
た場合は、キーを抜きます。

2	 	 過負荷になった原因を取除きます。

3	 	リセットボタンを押しま
す。

4	 	 およそ1分～2分ほど
待ってから、もう一度
キーを挿し電源を入れ
ます。

オートオフ機能

本機の操作が約20分行われない場合は、自動で電源が切れる
省エネ機能です。
再起動する場合は、一旦キーを抜き、再度挿し直して右に回し
ます。

■手押しをする場合
1	 	 電源キースイッチを
切った状態でクラッチ
レバーをニュートラル
モード「N」に入れます。

N：二ュートラルモードN：二ュートラルモード

●手押し移動は「N」

※通常ブレーキはかかりません。

N 手押し

●スピードが出過ぎるとブレーキがかかります。

STOP!

N 手押し

※スピードを出し過ぎると安全装置が働き、移動途中でブレー
キがかかります。車両を完全に停止した状態で2秒待つと、再度
移動ができるようになります。ゆっくり手押しするとブレーキは
かからずに移動ができます。※バッテリを外した状態では、安
全装置は働きません。

警告
•	 クラッチレバーが「N」の状態では、本機を自由に移

動できますが、ブレーキは効きません。
•	 クラッチレバーが「N」の状態では、絶対に乗車して

使用しないでください。

補助車輪

本機リヤに、段差を乗り越え
たり、降りたりする際の衝撃
を和らげたり、その衝撃でバ
ランスを崩して転倒すること
を抑える補助車輪を装備して
います。 補助車輪

1	 	 前進で段差を乗り越え
るときに、補助輪があ
るため、後ろへの転倒
のリスクを低減します。

2	 	 前進で段差を降りると
きにバランスを崩しや
すく転倒のリスクが高
まります。補助輪が衝
撃を和らげるだけでな
く、転倒のリスクを低減
します。

3	 	 後進で段差を乗り越え
るときにバランスを崩
しやすく転倒のリスク
が高まります。補助輪が
衝撃を和らげるだけで
なく、転倒のリスクを低
減します。

4	 	 後進で段差を降りると
きにバランスを崩しや
すく転倒のリスクが高
まります。補助輪が衝
撃を和らげるだけでな
く、転倒のリスクを低減
します。

注意
過負荷の原因を取除かずに、再度電源を入れ直し操作
した場合、リセットボタンが飛び出し電源が切れま
す。必ず過負荷の原因を調べ取除いてください。



電磁波について

走行中、電磁波の影響を受けると、停止する場合があります。こ
の場合は、電源キースイッチから一度キーを抜いて、再度入れ
直すことで走行できます。

運転操作の仕方
乗車の仕方①

1	 	 乗車する方の肘掛けを
上げ、乗車します。

2	 	 背中が背もたれに付く
まで深く腰掛け、肘掛
けを下ろします。

3	 	 下車は、肘掛けを上げて降車します。

乗車の仕方②

1	 	 乗車する方の肘掛けを上げます。

2	 	 シートロックレバーを
押し上げながらシート
を回転させます。

3	 	 乗車します。

4	 	 シートロックレバーを
押し上げながらシート
を元の位置に戻します。

5	 	 シートロックレバーを
放しロックし、肘掛けを
戻します。

6	 	 下車は、乗車の逆の手順で行います。

運転する前に

下記をご確認ください。
シートは適当な高さになっていますか？深く腰掛け背もた
れに背中を付けたときに、ステップに足の裏がしっかり付く
高さが最適です。（高さ調整方法は取扱方法「シートの高さ
調整」参照）

シートはしっかり固定されていますか？

肘掛けはしっかり固定されていますか？

ハンドルネックはしっかり固定されていますか？

着座したときに、無理なくアクセルレバーを握れるハンド
ル位置になっていますか？（角度調整方法は取扱方法「ハ
ンドルの角度調整」参照）

クラッチレバーは、D：ドライブモードになっていますか？（操
作方法は取扱方法「クラッチレバーの操作」参照）※手押し
で移動するときは、N：ニュートラルモードにします。

キーを回した時、充電ゲージが全て点灯しますか？（取扱
方法「操作パネルの取扱い」参照）

キーを回した時、電源ランプが点灯しますか？（取扱方法「操
作パネルの取扱い」参照）

キーを回し、ハザードランプスイッチを押すと前後のランプ
は点滅しますか？（取扱方法「操作パネルの取扱い」参照）

キーを回し、ライトスイッチを押すとヘッドライトとテールラ
ンプは点灯しますか？（取扱方法「操作パネルの取扱い」参
照）

キーを回し、方向指示器ボタンを押すと前後左右のランプ
は点滅しますか？（取扱方法「操作パネルの取扱い」参照）

キーを回し、クラクションを押すと警告音は鳴りますか？（取
扱方法「操作パネルの取扱い」参照）

警告
•	 本機が乗り越えられる、または降りられる段差は5cm

以内です。それ以上になりますと思わぬ事故につなが
りますので、絶対におやめください。

•	 段差が5cm以内であっても、段差を乗り越える、また
は降りる角度が直角以外の場合は、バランスを崩し転
倒のリスクが高まります。

•	 段差を乗り越える、または降りる際は、低速で慎重に
行ってください。

•	 スピードを出した状態で段差を乗り越える、または降
りようとすると、段差にタイヤが当たった衝撃でバラ
ンスを崩したり、投げ出されたりし、重大な事故につ
ながりますので、絶対におやめください。



初めて使用するとき

1	 	 バッテリを満充電にし
ます。（取扱方法「バッ
テリの充電」参照）

2	 	「取扱方法」「運転操作の仕方」を熟読し、まずは家の近
くや公園など良く慣れた安全な場所で操作の練習をし
ます。

3	 	 その後バッテリを満充電にします。

4	 	 再び運転をします。

5	 	 再びバッテリを満充電にします。

6	 	 4～5回放電と充電を繰り返すと、バッテリは100%の状
態になります。

注意
•	 走行中は車体から身を乗り出したり手足をはみ出さな

いでください。
•	 立って運転したり、横座りでの運転はしないでください。
•	 足元に荷物を置かないでください。
•	 両手でハンドルをしっかり持って運転してください。
•	 走行中には、シートロックレバーを操作しないでくだ

さい。
•	 発進する前に、周囲の安全とレバーやスイッチの位置

を十分確認してください。
•	 旋回するときや坂道、凸凹路、カーブの多い場所で

は、十分に速度を落としてください。
•	 後進するときは後方の段差や障害物に十分注意してく

ださい。

乗車する際の確認

注意
転倒する恐れがありますので、必ず平坦な場所で乗車
してください。

1	 	クラッチレバーがD：ド
ライブモードになって
いるか、確認します。

D 走行
ドライブ

警告
クラッチレバーがN：ニュートラルモードになっている
と、アクセルレバーを握っても発進しません。ブレー
キも働きませんので、 坂道では勝手に動き危険です。

発進の仕方

注意
出荷時は、キーが2つ連結されています。1つはスペア
キーとして自宅等に保管してください。

1	 	 電源キースイッチにキー
を挿込み時計回りに回
します。

注意
キーが回りにくい場合は、キー挿入口に潤滑油を塗布
してください。

2	 	 充電ゲージでバッテリ
の残量を確認します。
満充電時は、赤・オレン
ジ・緑すべてが点灯し
ます。

❶充電ゲージ

●冬期はバッテリの働きが鈍るため、夏期にくらべて走行
できる距離が、2～3割短くなります。
●走行できる距離は、バッテリの寿命にともなって短くな
ります。

2	 	 電源キースイッチに、
キーが挿込まれていな
いことを確認します。

警告
電源キースイッチにキーが挿込まれていると、乗車の
際、身体の一部がアクセルレバーに触れた場合、車体
が動いてしまう恐れがあります。

3	 	 シートに深く腰を掛け、シートがしっかり固定されている
ことを確認します。

4	 	 アクセルレバーが無理なく操作できる位置にあるか確認
します。



停止の仕方

1	 	 アクセルレバーから手を放すと自動的にブレーキがかか
り、停止します。停止距離は走行速度や路面状態（凸凹、
坂、雨濡れ等）によって異なりますので、操作は早めに行
なってください。

停止の仕方

1	 	 降りるときは、電源キースイッチからキーを抜いてから
降りてください。

警告
電源キースイッチにキーが挿込まれていると、降車の
際、身体の一部がアクセルレバーに触れた場合、車体
が動いてしまう恐れがあります。

2	 	 肘掛けを上げて降車します。またはシートロックを解除
し、座席を回転させて降車します。

3	 	 スピード調整つまみを
反時計回りに回し、「低
速」位置にあることを確
認します。※運転に慣れ
るまでは、「低速」にして
ご使用ください。

4	 	 右側のアクセルレバー
を握ると前進し、左側の
アクセルレバーを握ると
後進します。

前進

後進

注意
アクセルレバーは左右同じ方向に握らないでください。
破損の恐れがあります。

手押し移動の仕方

1	 	クラッチレバーをN：ニ
ュートラルにすると手
押し移動ができます。
狭い場所で移動する場
合や、故障などで走行
できない場合に使用し
てください。

ニュートラル
N 手押し

警告
•	 クラッチレバーが「N」の状態では、本機を自由に移

動できますが、ブレーキは効きません。坂道では本機
が勝手に動きますので、十分ご注意ください。

•	 クラッチレバーが「N」の状態では、絶対に乗車して
使用しないでください。

緊急事態の回避方法

走行中に、何らかの原因で停止したまま動かなくなった場合や
溝などにはまり動けなくなった場合は、以下の方法で危険を回
避してください。

1	 	 電源キースイッチからキーを抜きます。

2	 	クラッチレバーを「N」に
し、安全な場所に手押
し移動します。

※キャリーハンドルを
押してください。

ニュートラル
N 手押し

キャリーハンドルキャリーハンドル

3	 	ご自身で移動ができない場合は、近くの方に支援を求
め、速やかに安全な場所に移動してください。

持ち運びする場合

本機を車のトランクなどに乗せる場合は、大人2人以上で行って
ください。

1	 	 本機を持ち上げたり、
手押し移動の際は、フ
ロントボディとリアボ
ディのキャリーハンド
ルを持って行ってくだ
さい。 フロントキャリーハンドル

キャリーハンドルキャリーハンドル



〒370-0603
群馬県邑楽郡邑楽町中野5298-1 https://haige.jp/

ハイガーオフィシャル 検 索

©2026　HAIGE CORPORATION, ALL RIGHTS RESERVED.	 無断複製および転載を禁ず※本説明書発行年月と製品製造年月とは異なります。Made in China　2026.3 ①発行

2	 	 シートを取外し、ハンド
ルネックを倒すことで
コンパクトになり、車の
トランクなどに積む事
ができます。※バッテリ
も取外すと持ち上げや
すくなります。

警告
シートやハンドルを持って持上げないでください。
抜け落ちたり破損したりし、危険です。

坂道の運転の仕方

警告
•	 上り坂、下り坂で本機をクラッチレバーを「N」にし

ないでください。
•	 上り坂、下り坂で急ハンドルを切らないでください。

転倒の恐れがあります。
•	 上り坂、下り坂での斜め横断はしないでください。転

倒の恐れがあります。
•	 上り坂、下り坂での横断は、傾斜角度5度以上は避け

てください。転倒の恐れがあります。

5 度以上

•	 道路に表記された勾配は常に一定勾配ではないことも
ありますので、慎重に運転をしてください。

1	 	 上り坂に差し掛かる場
合は、一旦本機を停止
し、慎重に加速します。
※前かがみに乗車した
方がより安定した走行
ができます。 STOP!

2	 	 下り坂では、安全のためスピードを低速にし走行します。
スピードが速すぎる場合は、アクセルレバーから指を放
し停車します。再度低速で発進します。

※詳細はWEB取説をご覧ください。

２．保証の適用

１．保証の期間

５．保証修理の受け方

３．保証適用外の事項

本規約は、ハイガー（以下「弊社」とする）を経由して販売させていただいた該当商品に関して保証す
る内容を明記したものです。
弊社商品には商品保証書等は同梱しておりません。お客様の購入履歴や保証情報は弊社にて管理・
保管しておりますのでご安心ください。
返送いただく場合商品を再梱包していただく必要がございますので、梱包材はお捨てにならないよ
うお願いいたします。

・お買い上げいただいた弊社商品を構成する各部品に、材料または製造上の不具合が発生した場
合、本規約に従い無料で修理いたします。（以下、この無料修理を「保証修理」とする）往復送料や出
張修理を行った場合の出張料は、お客様のご負担となります。
・保証修理は、部品の交換あるいは補修により行います。保証修理で取り外した部品は弊社の所有
となります。
・本規約は、第一購入者のみに有効であり、譲渡することはできません。ご購入された年月日、販売
店、商品、製造番号の特定ができない場合、保証が受けられない可能性があります。
・本規約の対象となる商品とは、日本国内で使用し故障した商品とします。日本国外に持ち出した
時点で保証は無効となります。

商品発送日（ご来店引取の場合ご来店日）から 1年間といたします。業務用・営業用として使用さ
れる場合、保証期間は６ヵ月といたします。
保証期間を超過しているものについては、保証の対象外となり有償対応となります。
商品発送日より 7日以内の初期不良にあたる場合、送料・手数料弊社負担にて対応いたします。

まずはお問い合わせフォームにて弊社へご連絡をください。
またはお近くの修理協力店へご連絡をしてください。
症状・使用状況を伺い、手続方法をご案内させていただきます。

４．別扱いの保証

６．注意事項

■アフターサービスについて■

部品メーカーが個別に保証している部品については部品メーカーの保証が適用されます。

・動作点検を行ってから出荷しておりますので、燃料やオイル、水分が残っていたり、多少の傷や汚
れ等が付いている場合があります。
・部品の在庫がない場合、お取り寄せにお時間をいただくことがあります。
・仕様変更などにより同時交換部品が発生する可能性があります。
・仕様変更などによりアッセンブリーでの供給しかできない場合があります。
・生産終了品につきましては、部品供給次第で修理不可能な場合があります。
・無在庫転売者（送り先が毎回違う購入者）の場合、転売者より購入した商品の場合、保証は無効と
なります。
また発覚次第転売者への措置を取らせていただきます。

１．販売機種が対象となります。※弊社で商品をお買い上げの方に限らせていただいております。
２．生産終了品につきましては、部品供給次第で修理不可能な場合があります。
３．保証期間 (1 年間 ) を過ぎたものは、保証期間内におけるご使用回数に関係なく、すべて有償と
なります。
４．修理の際の往復の送料はすべてお客様ご負担となります。
５．修理協力店へご依頼の際は、直接修理協力店に修理代をお支払いください。

（１）純正部品あるいは弊社が使用を認めている部品・油脂類以外の使用により生じた不具合
（２）保守整備の不備、保管上の不備により生じた不具合
（３）一般と異なる使用場所や使用方法、また酷使により生じた不具合
（４）取扱説明書と異なる使用方法により生じた不具合
（５）示された出力や時間の限度を超える使用により生じた不具合
（６）弊社が認めていない改造をされたもの
（７）地震、台風、水害等の天災により生じたもの
（８）注意を怠った結果に起きたもの
（９）薬品、雨、雹、氷、石、塩分等による外から受ける要因によるもの
（１０）使用で生じる消耗や時間の経過で変化する現象（退色、塗装割れ、傷、腐食、錆、樹脂部品の破
損や劣化等）
（１１）機能上影響のない感覚的な現象（音、振動、オイルのにじみ等）
（１２）弊社または弊社が認めているサービス店以外にて修理をされた商品
（１３）使用することで消耗する部品または劣化する部品（ゴムを使用する部品、皮を使用する部品、
樹脂を使用する部品、スポンジ類、紙類、パッキン類、ギヤ・ベアリング等の干渉する部品、ボルト、
ナット、ヒューズ、モーターブラシ、チェーン、バルブ内部の部品、バネ、潤滑油、燃料、作動油、刃また
は先端部品、クラッチ、シャーピン等の緩衝部品、ワイヤ、バッテリ、点火プラグ等）
（１４）保証修理以外の、調整・清掃・点検・消耗部品交換作業等
（１５）商品を使用できなかったことによる損失の補填（休業補償、商業損失の補償、盗難、紛失等）

2025.10 現在保証内容について


